
2
2020

令和2年

2
4
5
7
8
9
10
11
15

話題
学校
福祉
子育て
公立病院
産業
消防・防犯
お知らせ・募集
おぐにのカレンダー

ご
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
成
人

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ゴール11：住み続けられる
　　　　   まちづくりを
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第
63
回
小
国
町
成
人
式
　

1
月
5
日 （
日
） 阿
蘇
広
域
消
防
北
部
分
署

で
、
新
春
恒
例
の
小
国
町
消
防
団
出
初
め
式

が
松
野
英
一
団
長
以
下
２
５
４
名
の
団
員
出

席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
邉
町
長
の
挨
拶
、
松
野
団
長
訓
示
、
御

来
賓
祝
辞
等
の
式
典
の
後
に
通
常
点
検
を
実

施
し
、
各
分
団
と
も
機
敏
な
動
作
で
の
規
律
、

ま
た
ラ
ッ
パ
隊
は
吹
奏
で
点
検
を
受
け
、
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
の
方
々
が

表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

　

第
63
回
小
国
町
成
人
式
が
1
月
3
日 （
金
）

晴
天
の
な
か
Ｊ
Ａ
阿
蘇
小
国
郷
情
報
企
画
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
新
成

人
60
名
が
式
典
に
参
加
し
、
多
く
の
ご
来
賓

や
保
護
者
か
ら
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
渡
邉
誠
次
町
長
が
主
催
者
挨

拶
、
松
﨑
俊
一
町
議
会
議
長
が
小
国
町
の
将

来
を
担
う
新
成
人
を
激
励
し
、
祝
辞
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
新
成
人
の
佐さ

と
う藤
遥は

る
か

さ

ん
が
誓
い
の
言
葉
を
、
明あ
か
し石
梨り

か花
さ
ん
が
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
原は
ら
べ部
海か
い
せ
い聖

さ
ん
が
髙
木
和
寿
小
国
警
察
署
長
の
前
で
交

通
安
全
宣
言
を
行
い
、
激
励
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
中
学
校

卒
業
時
に
担
任
の
先
生
と
一
緒
に
作
製
し
た

映
像
が
上
映
さ
れ
る
と
、
昔
の
記
憶
を
思
い

出
し
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
し
ま
す
。

令
和
2
年
小
国
町
消
防
団
出
初
め
式

中
島 

高
宏

小
陣 

洋
明

髙
村 

喜
威

別
城 

憲
二

◎
熊
本
県
知
事
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
・
勤
続
25
年
以
上
）

河
津 

毅

永
野 

紀
章

穴
見 

幸
良

清
水 

達
也

鎗
水 

正
幸

清
永 

孝
徳

髙
㟢 

桂
輔

近
江 

博

市
原 

裕
司

大
塚 

孝
政

石
松 

正

濱
﨑 
照
彦

穴
井 
憲
誠

◎
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
・
勤
続
20
年
）

河
津 
章
博

佐
藤 
旨
人

時
松 

雄
一

河
津 

順
也

後
藤 

歴

工
藤 

公
弘

宇
都
宮 

良
治

佐
藤 

栄
一

田
北 

利
幸

小
松 

久
純

岩
見 

暢
靖

◎ 

熊
本
県
消
防
協
会
阿
蘇
郡
支
部
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
・
勤
続
25
年
以
上
）

穴
井 

喜
一
郎

田
邉 

義
晴

原
山 

真
津
雄

佐
藤 

世
市

児
玉 

智
博

石
松 

伸
二

梅
木 

圭
一
郎

宇
野 

敏
博

田
代 

宗
幸

後
藤 

明
彦

◎
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
勤
績
章
・
勤
続
15
年
）

小
野 

泰
嗣

髙
野 

三
千
雄

時
松 

政
一
郎

宇
野 

一
貴

辛
嶋 

賢
正

河
津 

剛

辛
嶋 

博
司

片
野 

明
伸

山
元 

武
史

北
里 

瑞
穂

坂
田 

英
之

古
庄 

功
児

穴
井 

武
尊

宮
﨑 

敦
司

橋
本 

健
太
郎

佐
藤 

光
紀

◎ 

小
国
町
長
表
彰

（
勤
続
10
年
以
上
の
団
員
）

髙
村 

宣
範

北
里 

一
宣

轟
木 

哲
也

川
原 

一
男

佐
藤 

孝
一

北
里 

健
三

山
本 

智
弘

河
津 

勝

坂
田 

直
樹

宮
本 

政
彦

渡
邉 

誠
次

山
中 

清
志

今
永 

公
昭

橋
本 

春
三

◎ 

消
防
庁
長
官
退
職
報
償

（
勤
続
15
年
以
上
退
団
者
）

市
川 

操

穴
井 

喜
一
郎

佐
藤 

子
一
郎

穴
井 

帝
史

横
田 

康
成

宮
﨑 

仁

原
山 

真
津
雄

長
谷
部 

裕
和

佐
藤 

嘉
孝

梅
木 

賢
司

渡邉町長の主催者挨拶

会場内の様子誓いの言葉を述べる佐藤さん
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佐
藤　

正
義

　
　
　
　

ヒ
デ
ヨ

　

北
里　

誠
也

　
　
　
　

ヨ
シ
ヱ

◆
下
城

　

髙
野　

稔

　
　
　
　

カ
ヅ
子

　

令
和
元
年
度
、
昭
和
35
年
に
ご
結
婚
さ
れ

た
ご
夫
婦
が
結
婚
60
周
年
を
迎
え
ら
れ
、
19

組
の
ご
夫
婦
が
小
国
町
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫

婦
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
21
日 （
火
） と
22
日 （
水
） に
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
渡
邉
町
長

が
14
組
の
ご
夫
婦
の
自
宅
を
訪
問
、
表
彰
状

と
記
念
品
代
を
贈
呈
し
、
お
祝
い
の
言
葉
を

申
し
上
げ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
笑
顔
で
結
婚
60

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ご
夫
婦
二
人
で
苦
楽
を
共
に
し

て
こ
ら
れ
た
皆
さ
ま
、
こ
れ
か
ら
も
末
永
く

お
幸
せ
に
、
益
々
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。
受
賞
さ
れ
た
ご
夫
婦
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

※
戸
籍
通
り
の
文
字
で
表
記
で
き
な
い
文
字
は
正
字
で

表
記
し
て
い
ま
す
。

話　　題

結
婚
60
周
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

夫
婦
表
彰

で
難
し
い
も
の
で
も
な
い
の
で
、
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
機
会
に
今
後
う
ま
く
活
用
し
て
欲
し

い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

奥
田
さ
ん
の
講
演
は
、
会
場
を
楽
し
ま
せ

な
が
ら
夫
婦
や
家
族
が
お
互
い
を
尊
重
し
あ

い
、
と
も
に
た
の
し
く
で
き
れ
ば
、
自
然
と

職
場
や
小
国
郷
全
体
が
豊
か
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
小
さ
な
こ
と
で
も
口

を
大
き
く
開
け
て
言
葉
に
し
て
、
相
手
に
伝

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
た
。」「
あ
り
が

と
う
、
ご
め
ん
な
さ
い
、
は
面
倒
く
さ
が
ら

ず
に
自
分
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
自
分
に
な

ろ
う
と
思
っ
た
。」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、様
々

な
学
び
が
得
ら
れ
た
良
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な

り
ま
し
た
。

　

1
月
18
日（
土
）お
ぐ
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、

Ｋ
Ｋ
Ｔ
く
ま
も
と
県
民
テ
レ
ビ
「
サ
タ
デ
コ

コ
」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
で
活
躍
中
の
奥
田

圭
さ
ん
を
お
招
き
し
『
と
も
に
、
た
の
し
く
』

と
題
し
て
、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

小
国
郷
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
男
女
と
い
う
垣
根
を

越
え
て
人
と
し
て
お
互
い
を
尊
重
す
る
こ

と
、
歩
み
寄
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
こ
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
や
り
方
次
第
で
相

手
と
気
持
ち
よ
く
と
る
こ
と
が
で
き
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
夫
婦
間
で
「
お
い
！
」
と
話
し

か
け
る
と
「
な
ん
ね
！
」
と
怒
っ
た
よ
う
な

返
事
に
な
り
や
す
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
は
じ
ま
り
か
ら
雰
囲
気
が
良
く
な
い
ス

タ
ー
ト
に
な
る
た
め
、
相
手
の
こ
と
を
名
前

で
呼
ぶ
こ
と
や
、
自
分
が
言
わ
れ
て
気
分
が

良
い
と
感
じ
る
言
い
方
で
会
話
を
始
め
る
と

ス
ム
ー
ズ
に
進
み
や
す
い
と
お
勧
め
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
の

１
つ
と
し
て
、携
帯
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）」
が
便
利
で
、
離
れ
た
場
所
に
住
ん
で

い
る
家
族
で
も
一
斉
に
電
話
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

や
り
取
り
が
で
き
た
り
、
会
話
が
苦
手
な
方

は
ス
タ
ン
プ
や
写
真
を
送
る
だ
け
で
も
会
話

の
き
っ
か
け
に
で
き
る
。
使
い
方
は
そ
こ
ま

 

令
和
元
年
度
男
女
共
同
参
画

 

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
小
国
郷

　

児
玉　

陽
紫
朗

　
　
　
　

文
子

　

髙
野　

節
雄

　
　
　
　

勝
子

　

室
原　

勉

　
　
　
　

ス
エ
子

　

藤
堂　

恭
一

　
　
　
　

幸
江

◆
宮
原

　

小
田　

三
義

　
　
　
　

策
子

　

藤
木　

嘉
美

　
　
　
　

マ
サ
子

　

穴
井　

昭
三

　
　
　
　

紀

　

佐
藤　

一
男

　
　
　
　

シ
ゲ
子

　

秋
吉　

十
四
郎

　
　
　
　

良
子

　

穴
井　

英
之

　
　
　
　

タ
ヨ

◆
上
田

　

秋
吉　

哲
教

　
　
　
　

ツ
ム

　

大
塚　

寛　

　
　
　
　

フ
ミ
子

　

明
里　

希
雄

　
　
　
　

幸
子

◆
西
里

小
田
原　

孝

　
　
　
　

明
子

　

桑
原　

孝
則

　
　
　
　

洋
子

◆
黒
渕

　

櫟
原　

静
雄

　
　
　
　

静
子　
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12
月
12
日 （
木
） に
「
小
国
郷
あ
り
が
と

う
パ
ー
テ
ィ
ー
」を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、

南
小
国
町
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
々
に
教

え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
熊
本
生
ま
れ
の
中

華
「
太
平
燕
」・
阿
蘇
の
名
物
「
高
菜
お
に

ぎ
り
」・
小
国
郷
に
昔
か
ら
あ
る
デ
ザ
ー
ト

「
へ
こ
や
き（
ク
レ
ー
プ
の
よ
う
な
お
菓
子
）」

を
作
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
献
立
は
、
事
前
学
習
で
、
子
ど
も

達
が
熊
本
・
小
国
の
特
産
品
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
、
南
小
国
町
食
生
活
改
善
推

進
員
の
上
島
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
熊
本
の
名
物
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
今
回
の
授
業
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

小
国
支
援
学
校
だ
よ
り

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

☆
輝
い
て
い
ま
す
！
☆

小
国
高
校

通
信
よ
り

小
国
高
生

小
国
高
生

修
学
旅
行

小
国
郷
あ
り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
ー

　

2
年
生
が
12
月
3
日 （
火
） か
ら
3
泊
4
日

の
日
程
で
、
東
京
方
面
へ
の
修
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
1
日
目
は
北
里
研
究
所
を
訪
問

し
、
北
里
柴
三
郎
博
士
に
つ
い
て
の
講
話
を

聞
き
施
設
内
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
「
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
研

修
」
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
灯
る
時
間
ま
で
楽
し
い
時
間
と
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
体
験
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん

か
ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
心
を
学
び
ま
し

た
。

　

3
日
目
は
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
「
お
も
て

な
し
研
修
」
を
受
け
、
午
後
か
ら
は
「
都
内

班
別
研
修
」
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向

け
て
日
々
進
化
す
る
東
京
を
直
に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
は
浅
草
寺
前
に
て

集
合
写
真
を
撮
り
、
そ
の
後

各
班
で
仲
見
世
通
り
を
散
策

し
、
羽
田
空
港
か
ら
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う

間
の
４
日
間
で
し
た
が
、
日

常
で
は
経
験
で
き
な
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
思

い
出
に
残
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
今
年
お
世
話
に
な
っ

た
地
域
の
方
々
に
料
理
を
振
る
舞
い
、
会
話

を
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

料
理
を
楽
し
ん
だ
あ
と
、
今
年
地
域
の
方

と
学
習
し
た
こ
と
の
発
表
と
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
手
話
歌
「
ま
た
あ
え
る
日
ま
で
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
改
め
て
地
域
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
学
習
で
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学　　校

全
国
高
等
学
校
選
抜
ホ
ッ
ケ
ー
大
会

　

12
月
21
日 （
土
） に
全
国
高
等
学
校
選
抜

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
が
岐
阜
県
で
行
わ
れ
、
男
子

ホ
ッ
ケ
ー
部
が
九
州
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

　

1
回
戦
は
京
都
府
代
表
の
府
立
須
知
高
校

と
対
戦
し
、
終
始
リ
ー
ド
を
保
ち
な
が
ら
5

対
2
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
2
回
戦
で
は

福
井
県
代
表
の
丹
生
高
校
に
敗
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
が
3
年
生
は
高
校
最
後
の
試
合
と

な
り
ま
し
た
が
、
全
員
全
力
で
戦
い
抜
き
ま

し
た
。
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栄養士だより
～免疫力アップで風邪・インフルエンザに負けない体づくりを～

福　　祉

　暦の上では春ですが、寒い日が続き空気も乾燥しているので、風邪やインフルエンザに注意が必要です。
細菌や異物から体を守る免疫力、今回はその免疫力を高める栄養のお話です。

◆免疫力を高める栄養素◆

●効果

　　皮膚や粘膜を健康に保ち、ウイルスの侵入を防ぎます。

●多く含まれる食材

　　レバー、緑黄色野菜（人参・かぼちゃ・小松菜・ほうれん草な

　　ど）、卵

●おすすめの食べ方

　　炒めものやドレッシングをかけるなど油と一緒に食べると吸収

　　が良くなります。

　免疫力を高める栄養素をとることも大事です
が、適度な運動で体力をつけ、十分な休養と睡眠
をとることも大切です。また、食事は、主食（ご飯・
パンなど）・主菜（魚・肉・卵・大豆製品・乳製
品など）・副菜（野菜・海藻・きのこ・果物など）
をバランス良く食べることも大切です。

●効果

　　免疫細胞を作る材料です。

●多く含まれる食材

　　肉・魚・卵・大豆製品など

●おすすめの食べ方

　　ビタミンCが多く含まれる野菜（パプリカ・ブロッコリーなど）

　　と一緒に食べると吸収が良くなります。

●効果

　　善玉菌を増やし、腸内環境を整え免疫細胞の働きを高めます。

●多く含まれる食材

　　ヨーグルト、味噌、納豆、甘酒、塩麴など

●おすすめの食べ方

　　肉や魚を味噌や塩麴に一晩漬けて焼くと柔らかくなります。

　　卵焼きの砂糖を甘酒にかえると、ふっくらしっとりします。

　　※塩分・糖分に注意して、毎日食べ続けることが大切です。

●効果

　　白血球の働きを高めて免疫力を高めます。

●多く含まれる食材

　　野菜（パプリカ、ブロッコリーなど）、果物（イチゴ、キウイなど）

●おすすめの食べ方

　　体中に蓄えることができないので、毎日食べるのが良いです。

　　また、熱に弱いので手早く調理するのがコツです。

●効果

　　血行を良くし、免疫細胞の老化を防止します。

●多く含まれる食材

　　ナッツ類（ピーナッツやアーモンド）、魚介類（タコ・かじき

　　など）、野菜類（かぼちゃ・モロヘイヤ・赤ピーマンなど）、油

　　脂類（べにばな油など）

●おすすめの食べ方

　　ビタミンＣを含む食品と一緒に摂ると効果が高まります。

◆たんぱく質◆

◆発酵食品◆

◆ビタミン E ◆◆ビタミン A ◆

◆ビタミン C ◆



2/18 （火） 13：30 ～ 倉 原 公 民 館

2/19 （水）
9：30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13：30 ～ 悠 ゆ う 館

2/20 （木）
9：30 ～ 黒 渕 公 民 館

13：30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

2/21 （金）
9：30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13：30 ～ 西 村 公 民 館

2/25 （火） 13：30 ～ ゆ け む り の 館

2/26 （水）
9：30 ～ 北 里 3 部 集 会 所

13：30 ～ 室 原 集 会 所

2/27 （木）
9：30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13：30 ～ 西 里多目的集会所

2/28 （金）
9：30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13：30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

3/3 （火）
 9：30 ～ 片 田 集 会 所

13：30 ～ 倉 原 公 民 館

3/4 （水）
 9：30 ～ 塩 井 川 公 民 館

13：30 ～ 悠 ゆ う 館

3/5 （木）
 9：30 ～ 黒 渕 公 民 館

13：30 ～ 杖 立 温 泉 会 館

3/6 （金）
 9：30 ～ 宮 原 2 部 集 会 所

13：30 ～ 西 村 公 民 館

3/10 （火） 13：30 ～ ゆ け む り の 館

3/11 （水）
 9：30 ～ 北 里 3 部 集 会 所

13：30 ～ 室 原 集 会 所

3/12 （木）
 9：30 ～ 宮 原 7 部 集 会 所

13：30 ～ 西 里多目的集会所

3/13 （金）
 9：30 ～ 万 成 寺 公 民 館

13：30 ～ 旧 下 城 小 体 育 館

6OGUNI 2020.2

○○○○○○福　　祉

　医療費のお知らせ （5～ 10月診療分） については 2
月中旬までに行政部長を通じて、または郵送にて該
当世帯に送付いたします。
　2月下旬から 3月中旬にかけての確定申告の際に
医療費明細として使用する事ができます。なお、11
月及び 12月診療分については確定申告までに作成
ができないため、別途領収書を添付していただく必
要があります。
※世帯員全員分をまとめて発行する為、診療件数に
　よっては１世帯に複数枚が発行される場合もあり
　ます。ご自身の受診状況や医療費を確認する為の
　大切なお知らせにもなりますので必ずご確認いた
　だき、適切にご活用下さい。

　また、高額療養費や療養費の申請には領収書が必
要です。医療機関から受け取った領収書はすぐに破
棄せず適切に保管しましょう。

問小国町役場　福祉課　☎46 ｰ 2116　

　近所にこういう方はいらっしゃいませんか？
　●高齢者の見守りをしてほしい
　●足が痛くて調理が難しくなった
　●買い物に行くことが難しくなった　等
　小国町では、栄養改善、安否確認を目的とした「配
食サービス」を実施しています。
　対象者は、概ね 65歳以上の一人暮らし世帯、ま
たは高齢者のみの世帯、及び、要支援１・２の認定
を受けた方の中で、調理や買い物が困難な方です。
　申請後、本人の日常生活の様子等聞き取りを行い、
事業の対象者となるかの検討会を行います。対象に
なられた方には、就労支援センター『陽なたぼっこ』
から、週 2回 1食 200円でお弁当を配達します。減
塩やおかずを一口大にするなども対応できます。
　日常生活の中で、高齢者の食事や見守りの面でお
困りの方は、一度、小国町地域包括支援センターま
でご相談下さい。

　問小国町役場　福祉課　地域包括支援センター　
　　☎46 ｰ 2116　

地域包括支援センターからのお知らせ

元気クラブカレンダー

問小国町役場　福祉課　地域包括支援センター　☎４６ー２１１６　

国民健康保険からのお知らせ
〜医療費のお知らせについて〜
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カンガルーのぽっけ　☎46ー 6656

2/26（水）ぽっけの日　10：30 〜
※詳しくは「おたより」でご確認ください。

3/  4   （水）ブックスタート　13：30 〜
※6～ 7ヶ月児健診のお子さんが対象です。

3/  7（土）土曜開館日　9：00 〜 15：00

 3/10 （火）
すくすく広場 10：30 〜 11：30
保健師さんが来られての身体測定になり
ます。母子手帳をご持参ください。

お休み
2/22（土）、2/23（祝・日）、2/24 （振替・月）、
2/29（土）、3/1（日）、3/6 （金）3/8 （日）、
3/14 （土）、3/15 （日）

　　　

子育て

新
★  「トラペジウム」 　高山一実

★  「朝10分でできるスープ弁当」　有賀薫

★  「しずくちゃん31」　ぎぼりつこ

★  「たべてあげる」　ふくべあきひろ

★  「悪寒」　伊岡瞬

★  「竜宮ホテル　魔法の夜」　村山早紀

★  「橙書店にて」 　田尻久子

※新着本情報は、小国町の Facebookでも随時お知らせしています。

着 本 ご 案 内

※都合により変更となる場合がありますので、電話等で
　事前にご確認ください。

パラソルセンター　☎46ー 5720

2/22（土）
3/14   （土）おもちゃ図書館ミルク　9：00 〜 11：30

お休み
2/16 （日）、2/23 （祝・日）、2/24 （振替・月）、
2/29 （土）、3/1 （日）、3/7 （土）、3/8 （日）、
3/15 （日）

あみだ杉の館　☎46-3310

開館時間：10時～18時
（日曜・祝祭日はお休み）

子育てイベントカレンダー

　今月のおすすめの一冊 ！
　　「本と鍵の季節」　米澤穂信

　堀川次郎は高校二年の図書委
員。利用者のほとんどいない放課
後の図書室で、同じく図書委員の
松倉詩門と当番を務める。背が高
く顔もいい松倉は目立つ存在で、
快活でよく笑う一方、ほどよく皮肉
屋ないいやつだ。
　そんなある日、図書委員を引退
した先輩女子が訪ねてきた。亡
くなった祖父が遺した開かずの金
庫、その鍵の番号を探り当ててほ
しいというのだが……。

　

小
国
町
図
書
室
を
拠
点
と

し
た
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
の

会
で
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回
程
度
、
夜
に
例

会
を
し
て
い
ま
す
。
主
な
活

動
は
、 

子
育
て
支
援
拠
点
や

小
学
校
、
脳
の
健
康
教
室
な

ど
で
の
お
は
な
し
会
で
す
。

　

読
み
聞
か
せ
を
始
め
て
み

た
い
方
、
か
つ
て
お
子
さ
ん

に
し
て
い
た
方
、
経
験
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
興
味
あ
る
方
は
、
小
国

町
図
書
室
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
小
国
町
図
書
室

　
　
　

☎︎
46
ー
３
３
１
０

お
は
な
し
グ
ル
ー
プ

ど
ん
ぐ
り
こ
ろ
こ
ろ
の
会

メ
ン
バ
ー
募
集
！
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小
国
郷
の
地
域
医
療
の
未
来
を
握
る

の
は
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
で
す

小
国
公
立
病
院　

副
院
長　

片
岡
恵
一
郎

『「
最
強
の
地
域
医
療
」
と
は
ま
さ
に
地
域
住

民
の
愛
着
、
覚
悟
、
物
語
で
さ
さ
え
ら
れ
る

医
療
や
ケ
ア
の
こ
と
で
あ
り
、
専
門
家
や
行

政
が
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
医
療
や
ケ
ア
を
守
る
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
守
る
為
に
も
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は

決
し
て
専
門
的
な
仕
事
で
は
な
い
よ
う
に
思

え
ま
す
。
そ
れ
が
20
年
以
上
、
地
域
医
療
に

と
り
く
ん
で
き
た
私
の
結
論
で
す
。』　
（
故

村
上
智
彦
先
生
著
「
最
強
の
地
域
医
療
」
あ

と
が
き
よ
り
）

　

地
域
医
療
と
は
、
専
門
家
や
行
政
が
与
え

て
く
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
主

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
、
と
の
最

後
の
一
文
を
残
し
、
村
上
先
生
は
56
歳
で
こ

小
国
公
立
病
院
ニ
ュ
ー
ス

公立病院

の
世
を
去
ら
れ
ま
し
た
。
財
政
破
綻
し
た
夕

張
の
地
域
医
療
を
再
生
さ
れ
た
日
本
の
地
域

医
療
の
孕は
ら

む
課
題
と
闘
う
先
駆
者
と
も
い
え

る
先
生
で
し
た
。

　

地
域
医
療
と
は
、
病
院
で
行
わ
れ
る
医
療

の
み
な
ら
ず
、
家
庭
で
で
き
る
健
康
推
進
や

予
防
、
在
宅
や
施
設
で
の
介
護
、
行
政
や
民

間
で
の
健
康
診
断
や
介
護
予
防
事
業
、
看
取

り
も
含
め
た
在
宅
医
療
等
々
、
地
域
や
地
域

住
民
の
健
康
に
関
わ
る
も
の
を
包
括
的
に
含

む
概
念
で
、
地
域
づ
く
り
の
一
部
と
も
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
医
療
費

が
膨
ら
ん
で
い
く
事
は
、
免
れ
な
い
事
実
な

の
で
、
日
本
全
体
の
計
画
と
し
て
、
２
０
２
５

年
ま
で
に
医
療
費
の
膨
ら
み
を
最
小
限
に
抑

え
る
仕
組
み
を
作
ろ
う
と
い
う
流
れ
が
、
厚

労
省
が
推
し
進
め
て
い
る
、
地
域
医
療
構
想

で
あ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

で
す
。

　

よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
現
在
の
小
国

郷
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
日
本
の
２
０
４
０

年
の
も
の
と
そ
っ
く
り
で
あ
り
、
日
本
の

２
０
２
５
年
と
同
等
の
問
題
は
、
既
に
乗
り

越
え
、
次
の
時
代
の
対
策
を
す
る
べ
き
時
が

来
て
い
ま
す
。
都
心
部
が
最
先
端
で
地
方
が

後
追
い
を
す
る
様
な
事
象
で
あ
れ
ば
、
国
や

県
が
決
め
た
も
の
を
、
地
方
で
受
け
い
れ
れ

ば
う
ま
く
い
く
の
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
に

対
応
し
て
い
く
べ
き
地
域
医
療
の
問
題
（
ど

ん
ど
ん
膨
ら
む
高
齢
者
の
ケ
ア
を
少
な
い
人

数
で
行
っ
て
い
く
と
い
う
地
域
課
題
）
は
、

地
方
の
方
が
最
先
端
な
の
で
、
国
や
県
の
方

針
が
降
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
実
情
に
は
対
応
で
き
ず
、
地
方
の
現
場
か

ら
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
主
体
的
に
解
決
し
て

い
く
事
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
す
。

　

地
域
医
療
構
想
は
、
日
本
全
体
の
医
療
を

持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
べ
く
、
医
療
費
の

削
減
を
目
的
に
、
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
先

月
の
誌
面
で
、
坂
本
院
長
が
こ
の
ペ
ー
ジ
に

書
い
た
様
に
、
厚
労
省
は
、
国
全
体
の
急
性

期
病
床
を
減
ら
す
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
切
り

口
で
、
一
定
の
基
準
で
公
的
病
院
の
再
編
・

統
合
の
検
討
を
要
請
し
、
当
院
も
そ
の
リ
ス

ト
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
発

表
は
、
全
国
に
激
震
を
巻
き
起
こ
し
、
反
発
・

反
論
は
後
を
た
ち
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
、
日

本
の
医
療
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
発
表
内
容

は
「
是
」
と
す
べ
き
と
い
う
声
も
よ
そ
か
ら

は
聞
か
れ
ま
す
。

　

私
見
と
し
て
は
、
厚
労
省
が
２
年
前
の
古

い
デ
ー
タ
を
元
に
一
朝
一
夕
に
作
成
・
発
表

し
た
リ
ス
ト
に
当
院
が
入
っ
た
こ
と
自
体
は

あ
ま
り
問
題
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
地
域

の
住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
今
の
小
国
の
地
域

医
療
を
主
体
的
に
ど
う
受
け
と
め
、
考
え
て

い
る
の
か
、
の
方
が
ず
っ
と
重
要
で
す
。
前

例
の
な
い
20
年
先
ゆ
く
地
域
の
医
療
を
切
り

開
い
て
い
く
主
人
公
は
、先
に
述
べ
た
様
に
、

専
門
職
で
も
な
く
行
政
で
も
な
く
、
ま
し
て

は
厚
労
省
で
も
な
く
、
他
な
ら
ぬ
、
地
域
の

住
民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
政
府
か
ら
何
と
言

わ
れ
よ
う
が
、
次
の
時
代
に
こ
の
地
域
に
必

要
な
地
域
医
療
と
は
何
な
の
か
、
そ
の
答
え

と
し
て
、
小
国
公
立
病
院
が
必
要
で
あ
る
、

と
地
域
の
方
が
思
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
病
院

は
存
続
し
ま
す
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
存

続
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
医
療
は
医
療
従
事

者
の
営
利
の
為
の
も
の
で
は
な
く
、
地
域
が

必
要
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
な
の
で
す
。

　

人
口
に
対
す
る
医
師
数
も
看
護
師
数
も
全

国
で
最
も
少
な
い
レ
ベ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
数
で

小
国
公
立
病
院
が
地
域
に
対
し
て
で
き
る
こ

と
を
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
考
え
て
行
か
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
資
源
に
は
限
り
が
あ
り
、
残

念
な
が
ら
、
欲
し
い
物
を
す
べ
て
手
に
入
れ

る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
地
域
に
必
要

な
病
院
の
機
能
は
何
な
の
か
、
病
院
内
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
全
体
で
議
論
す
べ
き
時
が

来
て
い
ま
す
。
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1
月
7
日 （
火
） 若
宮
共
販
所
に
て
、
令
和

2
年
小
国
杉
優
良
市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
県
内
外
か
ら
27
社
の
買
上
業
者
が
集

ま
り
ま
し
た
。
出
荷
数
量
は
杉
１
，
７
３
７

㎥
、
桧
４
６
４
㎥
で
販
売
さ
れ
、
売
上
も
昨

年
を
大
き
く
上
回
る
結 

果
と
な
り
ま
し
た
。

最
高
値
は
次
の
通
り
で
す
。

　

杉　

4 

M
φ
62 

cm　
　

５
６
，
０
０
０
円

　

桧　

4 

M
φ
52 

cm　

１
６
０
，
０
０
０
円

　
　

※
1
㎥
あ
た
り
の
単
価
で
す

　

ま
た
、
当
組
合
で
は
大
型
工
場
と
の
特
約

販
売
を
行
っ
て
お
り
、
価
格
の
安
定
に
繋
げ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
営
利
販
売
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
出
材
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（単位：円・１㎥あたり）
木 材 市 況 状 況

共　　販　　日 1月 7日 1月 20日
販　売　数　量 2,201㎥ 1,476㎥
販　売　金　額 25,188 千円 15,748千円
総　　平　　均 11,440 円 10,666円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 10 ～ 13 9,920 9,920 9,740 9,740
14 12,860 13,610 12,670 14,000

16 ～ 18 13,100 13,610 11,620 13,860
20 ～ 22 13,100 13,900 12,860 14,500
24 ～ 28 13,360 14,000 12,730 13,290
30cm上 14,510 56,000 12,380 16,000

3m

 10 ～ 13 9,000 9,000 8,700 8,700
14 13,230 14,000 13,400 13,500

16 ～ 18 12,300 14,000 12,250 14,000
20 ～ 22 12,950 14,000 11,600 14,500
24 ～ 28 12,350 12,900 11,850 13,700
30cm上 11,940 16,700 12,950 13,000

2m 16cm上 ― ― ― ―

6m
14 ～ 18 18,330 19,000 17,000 17,000
20 ～ 28 16,300 20,000 16,370 20,000
30cm上 21,900 30,000 13,770 14,600

桧 4m
14 ～ 18 12,670 16,830 ― ―
20 ～ 28 15,490 15,730 ― ―
30cm上 17,710 40,000 ― ―

※より詳細な市況は、小国町森林組合（☎46ｰ2411）まで

森
林
認
証
に
つ
い
て

木
材
価
格
の
状
況　

　

森
林
認
証
と
は
、
い
わ
ば
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
の
森
林

版
と
言
え
ま
す
。
環
境
に
配
慮
し
た
森
づ
く

り
と
山
か
ら
伐
っ
た
木
材
の
所
有
者
、
場
所

が
き
ち
ん
と
明
確
に
組
合
の
市
場
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
属
に
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ （
履
歴
の
明
確
化
） と
言
い
ま
す
。

　

違
法
伐
採
や
盗
伐
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る

昨
今
、
小
国
杉
は
安
心
、
安
全
な
木
材
と
し

て
消
費
者
に
お
届
け
で
き
ま
す
。
流
通
認
証

も
製
材
所
や
プ
レ
カ
ッ
ト
会
社
が
取
得
し
て

お
り
、
山
側
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

年月
森林認証面積（ha）

件数
一般林家 町有林 合計

H27年 5月 6,925 385 7,310 976

H28年 5月 7,030 386 7,416 1,001

H29年 5月 7,147 386 7,533 1,056

H30年 5月 7,284 386 7,670 1,085

R01年 5月 7,249 376 7,625 1,110
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み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
・
安
全
な  

小
国
郷

お
ぐ
に
け
い
さ
つ

300

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

通報・相談先
46-2110

238

　

３
月
１
日 （
日
） か
ら
７
日 （
土
） ま
で

の
１
週
間
に
か
け
て
全
国
で
春
季
火
災
予

防
週
間
と
な
り
ま
す
。

　

暦
の
上
で
は
春
で
す
が
、
小
国
郷
で
は

ま
だ
ま
だ
寒
い
時
期
が
続
き
、
暖
房
器
具

を
使
わ
れ
る
家
庭
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
外
出
時
、
就
寝
時
は
必
ず
暖
房
器
具
等

　

の
電
源
を
切
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
こ

　

と
。

●
燃
え
や
す
い
も
の
は
火
気
の
あ
る
周
囲

　

に
は
置
か
な
い
こ
と
。

 　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
日
常
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
く
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
に
よ
る
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
等
に

巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
も
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
は
「
正
し

い
知
識
と
利
用
方
法
」
を
身
に
つ
け
て
い

れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
サ
イ
バ
ー

犯
罪
に
遭
わ
な
い
た

め
に
も
、
必
ず
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
メ
ー
ル
等
を
利
用
し
た
詐
欺 

　

有
料
サ
イ
ト
の
未
納
料
金
を
請
求
す
る

架
空
請
求
メ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
詐
欺
等
の
従
来
の
手
口
の
ほ
か
、
脅
迫

メ
ー
ル
を
送
り
仮
想
通
貨
等
金
銭
を
要
求

す
る
も
の
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ー
ル
を
装
い

振
込
先
口
座
の
変
更
を
指
示
し
、
送
金
さ

せ
る
新
手
の
手
口
に
よ
る
詐
欺
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

◆ 
春
の
全
国
火
災
予
防
週
間 

◆

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て

お
り
熊
本
県
が
出
す
注
意
報
レ
ベ
ル
を
超

え
ま
し
た
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
し
ま
う

と
、
急
な
高
熱
や
強
い
全
身
症
状
な
ど
が

現
れ
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し

や
す
い
病
気
で
す
。　

　

予
防
の
た
め
に
も
家
族
間
で
も
次
の
こ

と
に
気
を
付
け
て
過
ご
さ
れ
て
く
だ
さ

い
。

　

①
人
混
み
の
多
い
と
こ
ろ
で
は
マ
ス
ク

　
　

等
を
使
用
す
る
。

　

②
丁
寧
な
手
洗
い
う
が
い
を
す
る
。

　

③
部
屋
の
換
気
と
乾
燥
を
防
ぐ
。

◆ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

◆

◆ 

サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
遭
わ
な
い
た
め
に 

◆

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
不
正
送
金 

　

銀
行
等
を
装
っ
た
偽
サ
イ
ト
へ
誘
導
し

入
力
さ
せ
た
り
、
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
さ

れ
て
い
る
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
等
の
情
報
を

盗
み
取
り
不
正
送
金
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
配
送
業
者
を
装
っ
た
メ
ー
ル 

　

配
送
業
者
か
ら
の
不
在
通
知
等
を
装

い
、
偽
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス
さ
せ
、
ID
・

パ
ス
ワ
ー
ド
等
を
入
力
さ
せ
て
個
人
情
報

を
盗
み
取
り
、
キ
ャ
リ
ア
決
済
等
に
利
用

す
る
も
の
で
す
。

◆
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策 

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
普
段
か
ら

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

◉
OS
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
最
新
の
状
態
に

　

す
る
！

◉
ID
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
絶
対
に
教
え
な
い
、

　

使
い
ま
わ
さ
な
い
！

◉
不
審
な
メ
ー
ル
は
開
か
な
い
！

◉
不
安
を
あ
お
る
メ
ー
ル
が
来
て
も
、
慎

　

重
な
行
動
を
！
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　水俣・芦北地域の飲食店 14店舗で、足赤海老や石
海老などを使用した海老料理を提供するフェアを開催
しています。多彩な料理で堪能できる特産品などが抽
選で当たるスタンプラリーも行っています。各店自慢
の一品を食べ歩いてみるのはいかがでしょうか。

◎期間：３月１日（日）まで

問芦北地域振興局総務振興課　☎0966 ｰ 82 ｰ 4445　

　県労働委員会は、解雇や労働条件の変更など、労働
者と事業主との間に起きたトラブルについて、自主解
決が難しい場合に、歩み寄りによる解決をお手伝いす
る「あっせん」を行っています。手続きは簡単で、秘
密は厳守され、費用はかかりません。正規社員および
非正規社員の方はもちろん、事業主の方も利用できる
制度です。
　「話し合いが進まない」「早く解決したい」そんな悩
みをお持ちの労働者・事業主の方は、ぜひお気軽にご
相談ください。

問県労働委員会事務局　☎096 ｰ 333 ｰ 2753　

　原動機付自転車や小型特殊自動車、軽自動車等にか
かる「軽自動車税 （種別割）」は、毎年 4月 1日現在で
車両を所有 (登録 )されている場合に、年税額が課税
されます。現物を廃棄処分や、知人等に譲渡した場合、
または死亡された方の名義のままになっている場合、
廃車や名義変更の手続きが必要です。該当される方は、
3月 31日までに手続きを行ってください。

問小国町役場　税務課　☎46 ｰ 2130　

　肝臓の病気や治療に関する不安や悩みなど、ゆっく
り語り合ってみませんか？
　専門医への相談もできます。（参加無料・申込み不要）

◎日程・場所
　2月 17日（金）　天草地域健診センター
　2月 14日（金）　公立玉名中央病院
　2月 18日（火）　熊本大学病院　山崎記念館
　2月 26日（水）　熊本労災病院
　3月 13日（金）　阿蘇医療センター
　※各会場13時 30分開始予定（2時間程度）

問県健康危機管理課　☎　096 ｰ 333 ｰ 2783　

　今月の町税についてお知らせします。

　◎固定資産税（第 4 期分）
　◎納期限及び口座振替日：2 月 25 日（火）

　税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお願
いします。

問小国町役場 税務課　☎46 ｰ 2130　

　令和元年分確定申告の納付期限は以下のとおりで
す。期限内の納付をお願いします。
　また、申告所得税及び復興特別所得税並びに消費税
及び地方消費税（個人事業者）の納税は、金融機関の
預貯金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変
便利です。利用されていない方は、是非ご利用ください。

◎令和元年分確定申告の納付期限と振替納税の振替日

 肝炎サロンの開催軽自動車の廃車手続きについて

令和元年分確定申告の期限内納付と振替期日

税務課告知板

労使紛争の解決に「あっせん」をご利用ください

「みなまたあしきた海老いろ色フェア」開催！！

お知らせ・募集

　ご不明な点がありましたら、最寄りの税務署にお尋
ねください。

問阿蘇税務署　☎22 ｰ 0551　
　　　　　　　　　　　　※自動音声案内

納付期限 振替納税の振替日

 申告所得税及び
 復興特別所得税 3 月 16 日（月） 4 月 21 日（火）

 消費税及び地方
 消費税
 （個人事業者）

3 月 31 日（火） 4 月 23 日（木）
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　町営住宅に次のとおり空き家がでましたので、入居
者の募集を行います。

◎募集住宅（5 戸）
　　柏田住宅　  2 号棟（4階）
　　柏田住宅　  3 号棟（3階）
　　柏田住宅　  4 号棟（1階）
　　柏田住宅    10 号棟（2階）
　　柏田住宅    10 号棟（1階）身体障害者向け
◎入居者資格
　・地方税（料）の未納がない方
　・身体障害者向けについては身体障害者手帳（４級
　　以上）をお持ちの方が優先入居できます。

お知らせ・募集

　現在発行されている、小国町プレミアム付商品券の
使用期限は 2月 29日（土）までとなっています。使
用期限を過ぎてしまった商品券の換金や返金は一切で
きませんので、余りや使い忘れがないようご注意くだ
さい。

問小国町役場　情報課　☎46 ｰ 2113　

町営住宅入居者募集

　今年も小国町スポーツ推進委員会主催の『小国町ミ
ニバレーボール大会』が開催されます。
　参加をご希望のチームは小国町教育委員会までお申
し込みください。皆様のご参加をお待ちしております。

◎試合日　3月 17日（火）～
◎開会式　3月 17日（火）18時 50分
◎場所　小国ドーム
◎チーム編成　1チーム 10人以内
◎ルール
　　6人制ミニバレー　

第43回小国町ミニバレーボール大会

プレミアム付商品券の使用期限

自衛官（自衛官候補生）の募集について
資格 受付期間 試験日 試験会場

18歳以上～ 34歳未満

R2年 2月 14日～ 2月 10日 2月 15日（土）

陸上自衛隊健軍駐屯地

R2年 2月 11日～ 2月 17日 2月 22日（土）

R2年 2月 18日～ 2月 25日 3月 11日（日）

R2年 2月 26日～ 3月 12日 3月 17日（土）

R2年 3月 13日～ 3月 19日 3月 14日（土）

　※詳しくは下記までお問い合わせください。

問自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地域事務所　☎22 ｰ 4575　

　　　※常時4名以上女性が出場
　　　※H31年 4月 1日現在で 50歳以上の男性と中学生以下の男
　　　　 子は常時出場できます。
　　　※選手交代はセット毎に行えます。

◎参加料　1チーム 1,000円
◎申込み方法
　　申込み用紙に必要事項を記入し、参加料と一緒に
　教育委員会事務局まで提出してください。
◎申込締切　3月 6日（金）17時まで

問小国町教育委員会事務局　☎46 ｰ 3317　

　　※身体障害者向けについては申込該当者がいない場合は申込み
　　　 された方の高齢者（満 60歳以上の高齢者の単身入居・満 60
　　　 歳以上の高齢者夫婦・満60歳以上の高齢者と18歳未満の児
　　　 童等で構成する世帯）の優先の抽選。高齢者も該当者がない
　　　 場合については申込者で抽選をします。
　　　 その他、所得制限等がありますので申し込まれる方は役場建
　　　 設課公共建設係にお尋ね下さい。

◎その他
　・入居者の決定方法は抽選です。
　・申込書は役場建設課に用意してあります。
　・申込書は抽選会の都度、新たに提出が必要です。
　・町営住宅ではペットの飼育はできません。
　・入居時には連帯保証人2名が必要になります。
　　※うち1名は小国町内在住の方に限ります。
　・入居時に家賃の3ヶ月分の敷金が必要になります。
◎申込書の提出期限
　　2月 28日（金）

問小国町役場建設課　☎46 ｰ 2114　
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　小国町では義務教育の円滑な実施を図るため、経済
的な理由によって就学困難な児童生徒に学用品費等の
援助を行っています。

◎対象者
　　小国町立の小・中学校に在学する児童生徒の保護
　者で、生活保護法に規定する要保護者に準ずる程度
　に生活が困窮していると認められる方

◎援助の内容
　　学用品費等、修学旅行費、学校給食費、医療費な
　どです。

◎申請方法
　　小国町教育委員会または学校から申請書をもらい、
　在学する学校に提出してください。
　　なお、申請は学年途中でも随時受付けています。

問小国町教育委員会事務局　☎46 ｰ 3317　
または、児童生徒の在学する学校まで  　

お知らせ・募集

　この度、次の方々からご寄附いただきましたので、
お礼とともにお知らせ致します。

○香典返しとして
　　宮原　田　　原山　昭子　　様
　　　　　　　　故人　親助　　様
　　宮原上　田　穴井　春美　　様
　　　　　　　　故人　スナ子　 様

○寄附金として
　　後藤　貞子　様

　皆様からいただきました寄附金は、小国町の社会
福祉事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

　小国児童クラブ （きらきらクラブ） は、保護者が就労
等により昼間家庭にいない小学校の児童に対し、放課
後や長期休業中などに適切な遊びと生活の場を提供し
て、子どもたちの健全育成を図ることを目的に、保護
者会が運営しています。
　つきましては、下記のとおり令和 2年度の小国児童
クラブ指導員を募集いたします。

◎勤務時間　
　　日曜・祝日を除く、月曜から金曜の授業終了後か
　ら 18時まで。土曜日、学校休業日、夏休み・冬休
　みなどの長期休業日は8時から 18時まで

◎主な業務内容
　　利用者の保育、行事等の企画やクラブ運営全般、 
　保育料請求業務などを含む一部事務

◎採用条件
　　原則として幼稚園教諭免許、保育士等の資格があ
　る方。詳しくはお問い合わせください。

◎賃金　　
　　時給800円～

保護者のみなさんへ就学援助のお知らせ 小国児童クラブ指導員募集

　　  ※放課後児童支援員認定資格研修修了など条件により昇給があ
　　　  ります。

問小国町役場　福祉課　☎46 ｰ 2116　

◎募集人員　２名程度

◎雇用期間　　
　　令和2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日まで

◎応募方法
　　履歴書・免許状の写し（有資格者のみ）を小国町
　役場福祉課まで提出してください。

◎申込み締め切り
　　令和2年 2月 28日（金）
※面接等については後日、小国児童クラブから直接ご連絡いたします。
※なお、募集及び採用は「小国児童クラブ」が行うものですが、便宜
　上お問い合わせや申し込みについては、小国町役場福祉課にお願い
　します。　
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○○○○○○お知らせ・募集

　今年も小国の冬を楽しむ『小国GOGOスタンプラリー』を開催します。
　小国の観光・食・温泉のスポットをめぐって、豪華賞品をGETしましょう！
　チラシを参加店舗などに置いてありますので、ぜひご参加ください。
　参加店舗につきましては、小国町HPまたはQRコードからご確認ください。

問小国町役場　情報課　☎46 ｰ 2113　

小国GOGOスタンプラリー開催！



日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19 20 21 22

㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡古閑医院
☎22ー 3000

小国小学校公開日
9：30～ 12：30
小国小学校
☎46− 2063

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46− 2115

3 歳児健診
受付13：15～ 13：30
おぐに町民センター
☎46− 2116

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42− 1112

23 24 25 26 27 28 29
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡大阿蘇病院
☎22ー 2111

㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡問端内科
☎32ー 0102

無料法律相談
10：00～ 15：00
おぐに町民センター
☎46− 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46− 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42− 1112

3/1 2 3 4 5 6 7
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡小野主生医院
☎32ー 0039

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46− 2115

3 〜 4 ヶ月児健診
6 〜 7 ヶ月児健診
受付13：15～ 13：30
おぐに町民センター
☎46− 2116

行政相談
10：00～ 12：00
おぐに町民センター
☎46− 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42− 1112

年金相談【予約制】
10：00～ 15：00
福祉センター悠ゆう館
☎096− 367− 2503

8 9 10 11 12 13 14
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡阿蘇温泉病院
☎32ー 0881

消費生活相談
9：00～ 16：00
小国町役場住民課
☎46− 2115

消費生活相談
9：00～ 16：00
南小国町役場総務課
☎42− 1112

小国中学校卒業式
9：30～ 12：00
小国中学校
☎46− 3225

15
㊡小国公立病院
☎46ー 3111

㊡市原胃腸科外科
☎34ー 1211

水 道 当 番 店

3月

1日（日）
北里電業水道設備（有）☎42− 1009
大 塚 水 工 ☎46− 2163
志 屋 水 道 ☎46− 4625

8日（日）
（有）伊　藤　設　備 ☎46− 2986
（株）小 国 資 源 開 発 ☎ 46− 4078
瀬 尾 設 備 ☎46− 3580

15日（日）
伊 藤 鉄 工 所 ☎46− 2343
宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46− 2236
（ 有 ）宇　野　電　器 ☎46− 2240

2 月

16日（日）
瀬 尾 設 備 ☎46− 3580
伊 藤 鉄 工 所 ☎46− 2343
宮 崎 ポ ン プ 店 ☎46− 2236

23日（日）祝日

（有）宇　野　電　器 ☎46− 2240
（ 有 ）財　津　総　業 ☎46− 2819
キ タ ザ ト 商 店 ☎46− 6148

24日（月）振替

（ 有 ） 産　　　 　　 興 ☎ 46− 2507
穴　 井　 住　 設（ 有 ）☎46− 2331
宮 崎 水 道 ☎46− 5048
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㊡＝休日在宅医
※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更されるこ

とがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお知ら
せします。

おぐにのカレンダー　2/16 〜 3/15
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総人口　7,023人　（–  27）

男　性　3,371人　（–        8）

女　性　3,652人　（+ 19）

世帯数　3,094戸　（+ 17）
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編 

集 

後 
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2
月
に
入
り
花
粉
症
が
気

に
な
り
始
め
た
広
報
担
当
の

イ
ケ
ベ
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
、
花
粉
症
持
ち
の
方

は
外
出
や
洗
濯
が
お
っ
く
う

に
な
り
ま
す
が
、
外
に
出
る

と
春
の
訪
れ
も
感
じ
ら
れ
る

の
で
な
ん
と
も
複
雑
な
気
持

ち
で
す
。

　

春
は
新
た
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
い
い
機
会
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

自
分
の
や
り
た
い
・
や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
探
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。　

　

12
月
21
日 （
土
） ～
25
日 （
水
） に
徳
島
県
鳴

門
市
で
第
28
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選

手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
大
会
を
勝
ち
抜
き
、
ダ
ブ
ル
ス
の
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
た
、
小
国
小
学
校

6
年
生
の
宮み
や
ざ
き﨑
直な
お
や也
君
と
安あ
だ
ち達
琉る

い偉
君
の
ペ
ア

が
3
位
入
賞
の
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
の
成
績
報
告
を
1
月
7
日

（
火
） に
お
こ
な
い
、
渡
邉
町
長
か
ら
「
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
中
学
生
と
い
う
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
も
、
よ
り
上
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。」
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

4
月
か
ら
中
学
生
と
な
る
2
人
の
目
標
は
、

団
体
戦
で
の
九
州
中
体
連
出
場
だ
そ
う
で
す
。

　

2
人
と
小
国
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
！

宮
﨑
・
安
達
ペ
ア
全
国
3
位
！

大
おおつか

塚　優
ゆうり

莉 ちゃん

R1.12.25生
パパ桂一郎さん・ママ美希さん

宮
みやもと

本　望
み く

来 ちゃん

R1.12.12生
パパ永遠さん・ママ美結さん

新
しんや

家　若
わかな

菜 ちゃん

R1.12.13生
パパ陽平さん・ママ美奈さん

　
「
第
37
回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子
駅
伝
」
が
1

月
26
日（
日
）び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
前
を
ス
タ
ー

ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
し
て
、
東
区
戸
島
町
で

折
り
返
す
7
区
間
28
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

小
国
町
か
ら
は
髙た
か
の野
鈴す
ず
な菜
さ
ん （
肥
後
銀
行
）

が
阿
蘇
郡
市
の
代
表
と
し
て
出
場
。
5
区 （
5 

km
） を
15
分
46
秒
で
走
り
、
5
人
抜
き
で
見
事

区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

ま
た
1
月
12
日 （
日
） に
京
都
で
行
わ
れ
た

「
皇
后
盃
第
38
回
全
国
女
子
駅
伝
」
で
も
熊
本

県
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
2
区
を
走

る
な
ど
、
熊
本
県
を
代
表
す
る
選
手
に
成
長
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
の
応
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

区
間
賞
の
快
走
で
阿
蘇
郡

４
年
ぶ
り
の
５
位
入
賞
！


